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上越つくしの里社会福祉

医療福祉協会法　　人
〒943-0109 上 越市 北 新 保 5 5 -1

TEL 025-520-3294
FAX 025-520-2582

　９月よりグループホームサンハイツ世話人、兼支援センターこまくさ専門職員としてつくし
の里の仲間入りをしました中嶋です。福祉の仕事は初めてで、毎日戸惑うことばかりですが、
スタッフの方々に支えられ環境に慣れてきたところです。まだまだ学ぶことがたくさんありま
すが、笑顔を絶やさず頑張りますのでよろしくお願いいたします。

地域生活支援センターこまくさ 専門職員
サンハイツ 世話人
中嶋　慶子

皆様からのご好意に感謝いたします。

（福）上越つくしの里医療福祉協会

理事長　　川　室　　優
　平成３年に創設された当法人“上越つくしの里医療福祉協会”の活動は、23年の歳月を経
ました。現在、就労支援・生活訓練・居住支援・地域生活支援・相談支援などの、複合的

サービスの各事業を展開するまでになりました。この間、国の施策も、精神保健法⇒精神保健福祉法⇒障害者自
立支援法⇒障害者総合支援法の変遷に基づき変化してまいりました。
　“上越つくしの里”づくりは、上越地域を始め、県内外の多くの方々のサポートにより構築されてきました。
その礎となった故小山一雄氏、故植木岩夫氏らの尽力には、感謝の念に耐えません。本年９月に退職された同
士ともいえる青木美代子ソーシャルワーカー（精神保健福祉士）・つくしの里前統括施設長には、永きに亘り
私の良きパートナーとなり、常に“つくしの里”を支えてくれたことに対し、心から感謝いたします。その労い
として、つくしの里の皆様の「こころ」の数の「つくしとひまわり」の花束を差し上げたいと思います。今後
は、アドバイザーとして、理事職の仕事をしていただくことになっています。
　私共は、今、さらなる活動の歩みを続けるため、つくしファームひまわり畑を中心とした、障がい者のため
の就労支援を計画しています。“つくしの里”の理念は、障がい者の回復への道を援助し、地域で暮らしながら
働くことをサポートすることです。そして、利用者・当事者の気持ちや言葉に耳を傾けることです。まさに
Nothing about us without us（私たちを抜きにして私たちのことを決めないで）の考え方を貫いてきたと思い
ます。今後も、障がい者、地域の方々、関係者各位の皆様と共に、活動を広げていく所存でございます。第18
回を迎えているチャリティつくしツリーの赤いリボン（幸福）と黄色いリボン（希望）が結ばれる「温かなこ
ころ」と共に、末永く、つくしの活動を見守るご支援ご協力を頂きたく、よろしくお願い申し上げます。
　未年が、利用者の皆さんや地域の方々に仁寿がありますことを祈りつつ。

　　平成26年12月吉日　

　地域で暮らす障がい者の回復を願って

ＮＰＯ法人　上越メンタルネット相談支援事業所

相談支援専門員　　青木　美代子
　私は、「精神障害者地域生活支援事業」の立ち上げを担うため、川室記念病院から上越
つくしの里医療福祉協会へ移りました。当時は長い間、精神障がい者の医療と生活を精神

科病院が担っていた時代から生活を徐々に福祉施設へと移行が進められていた時期で、国県補助での事業とはい
え予算が年々増加し事業から「精神障害者地域生活支援センター」へと法定化されました。このことは「病気が
安定している患者さんに一人でも多く退院してもらい、病気があったとしてもひとりの人間として生活できる権
利を保障し、その人の望む人生を歩んでほしい」という理念のもとにすすめられた施策だと私は理解していま
す。（もちろん、医療経済も関係していますが…。）その後、平成18年から自立支援法が施行され、めまぐるしく
制度が変わり、つくしの里も精神障がい者だけでなく、知的障がい者、発達障がい者など対象が広がり日々の対
応に追われ運営はますます大変になっています。大変な状況時だからこそつくしの里の理念を大切に活動され、
ますますの発展されることを期待しております。
　私は10月から新たな事業所で仕事をしています。これからも協働して「たとえ障がいを負っても人生の主権者
として生きることを支援し合い、誰もがくらしやすいまちづくり」に一緒に寄与できることを願っています。

　　　　だれでもが暮らしやすいまちづくりをめざして

　上越保健医療福祉専門学校（介護福祉士の国家資格を取得
する専門学校）では、27年４月からの学生を募集中です。
　応募資格は高等学校卒業以上の学歴で年齢・経験は問いま
せん。
　３月末まで、いつでも受付しております。お気軽にご連絡
ください。
電話:025-522-7475  HP:http://www.kubiki.ne.jp/hoken/
※上越保健医療福祉専門学校を運営する㈻仁寿会は、つくしの里の関連

法人です。

新人職員紹介新人職員紹介

事業所 分　類 苦情内容 対　　応

つくし工房

グループホーム
つくしの里

職員の言動
処遇の内容

処遇の内容

処遇の内容

●物が無くなったとき、相手に言えないの
で職員が対応してほしいとの本人からの
申し出に対し、職員から本人に問題があ
るように言われた。

・無くなったことを調査したが、時間が経過して
いて原因がわからなかったことをお詫びした。

・職員はご本人に対し受容的なかかわりをするこ
と、グループワークを通じて利用者間の関係づ
くりを進めることを伝えた。

・私物の管理を各自で徹底するよう、朝礼時に促
したり、ロッカーの施錠の確認を行うこととし
た。

●活動中に他の利用者とぶつかった際、職
員から相手に謝るようにという指導がな
かったり、本人に大丈夫かと聞くような
配慮がなかった。

・このようなことがあった場合は、今後はご本人
が訴えてこなくても職員から声掛けすることを
伝えた。

つくしセンター 処遇の内容

●地活利用者で、悪戯を繰り返す人がい
る。きちんと注意をして改善をしてほし
い。

・当事者と話し合いをすると同時に、悪戯の場面
に気付いた周囲の方からも声かけをして頂くこ
とをお願いした。その結果、悪戯も減少してき
ている。

●共同生活のため、日常生活において協調
性を養えるようにそれぞれに指導をして
ほしい。

・グループホーム全体で話合いを設けたり、場面
に合わせた個別対応をすることで理解をしてい
ただいた。

センターこまくさ 職員の言動
●関係者全員が集まるケア会議の席で、個

人的な案件について言及されたことで、
ご自身の名誉が傷つけられた。

・傷つけてしまうような対応になってしまったこと
を陳謝し、今後については、その都度個別でお伝
えすることを説明し、理解していただいた。
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　他必要経費を除いた残額につきましては、地域で生
活する障がい者の自立生活を支援する「つくし基金」に
積み立てさせていただきました。

皆様のご協力、ありがとうございました。皆様のご協力、ありがとうございました。

第17回チャリティつくしツリー

⇒「日本赤十字社 東日本大震災義援金」へ 50,000円寄付
⇒「日本ユニセフ協会 フィリピン台風緊急募金」へ 50,000円寄付
⇒「NHK歳末助け合い」へ 30,000円寄付
⇒「ふくしのひろば（上越市内障害者福祉施設イベント）」へ 50,000円寄付

第18回チャリティつくしツリー

⇒「日本ユニセフ協会 エボラ出血熱支援」へ
 30,000円寄付　　　　　　　　
⇒「NHK歳末助け合い」へ
 30,000円寄付　　　　　　　　
⇒「障がい者の就労支援のための積立」へ
 231,059円積立　　　　　　　　
　（必要経費を除いたもの）

平成25
年度

平成26
年度

活動に
・桑取川漁業協同組合様　　イクラ
・信越電波協力会様　　プロジェクター他
・第一生命労働組合長岡支部様　　車いす
・日本生命労働組合長岡支部糸魚川分会様　　タオル
運営費として

青木美代子様、石黒太一様、石田眼科医院理事長　石田
誠夫様、音楽ボランティアグループはっぴい様、川室優
様、小高百合子様、上越つくしの里後援会様、高橋秀一
郎様、新潟ろうきん福祉財団様

ご寄付のご報告 H25～26年度（50音順）

募金総額　228,292円 募金総額　333,229円

上越保健医療福祉専門学校学生募集



つくしの里の事業紹介
　当法人では、障がい者の就労支援や生活訓
練、生活支援、相談支援の事業を行っています。
平成26年は、ひまわり植栽など地域交流・地
域貢献の活動も積極的に実施しましたが、新
たなつながりを様々な方と築けた年になりま
した。今回のニュースレターでは、多くの皆
様に「つくしの里」を知っていただけるよう、
５つの事業所の取り組みを紹介させていただ
きます。

つくしワークショップスペース
（JOCO　石田記念福祉館） 管理者　宮野　友理
　定員６名の自立訓練（生活訓練）では、生活するうえで必要な知識を学ぶプロ
グラム「生活講座」を毎週開催しています。ゴミ分別や省エネ、健康でいるため
の食事の大切さ、虫歯予防など、時には外部講師を招き楽しみながら学習してい
ます。おかげで、電気やエアコンをこまめに消してくれる方、ゴミ分別を間違っ
たら直してくれる方が出てきてとても助かっています。２年という訓練期間で、
その後の暮らしに役立つことを少しでも身につけていただけたらと考えています。
　定員10名の就労継続支援Ａ型では、隣接の高齢者福祉事業の給食作業のかたわ
ら、週２回ですが障がいのある方や高齢者に夕食のおかず配達を行っています。管理栄養士の献立による手
作りで健康的なおかずは、ボリューム控えめでおいしいと評判です。ぜひ、ご利用ください。

ひまわり植栽活動
統括施設長　田邉　　信

　上越市諏訪地区に大輪のひまわりを咲かせる活動が、平成22年より行われていま
す。26年度は地域の方からも広く植栽に参加していただこうと、６月初旬に初めて
「植栽活動」を実施しました。保育園児さん、小中高校生、一般の方、５日間で合
わせて305名から参加いただきました。他にも、多くの個人、企業団体様から資金
面でバックアップしていただきました。厚くお礼申し上げます。天候等の条件もあ
り、うまく成長しないというトラブルもありましたが、８月９日には越後ひまわり
祭を開催するなど、地域の皆様と楽しむことができました。今後はひまわりから採
れた種を活用した製品を作り、障がい者の就労支援につなげたいと計画しています。
今後も多大なるご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

上越市本町

つくしセンター
相談支援専門員　小林　悠介

　平成18年の障害者自立支援法施行により「精神障害者地域生活支援センター」
から「地域活動支援センターⅠ型」へと移行し、平成25年度に障害者総合支援法
へと改正される中、当センターでは『地域活動支援センター』と『相談支援』を実施しています。『相談支援』
においては、平成24年度から計画相談支援及び障害児相談支援の施行に伴い、サービス等の利用申請者に対
し「サービス等利用計画」「障害児支援利用計画」の作成を行うこととなりました。平成27年３月末までに、
現在福祉サービスを利用しているすべての方に「サービス等利用計画」を作成することとされており、サー
ビスプランの作成に追われている現状です。一人一人の希望や意向を確認しながら作成するため効率的に進
められないのですが、支給決定の根拠となるものですので、しっかりとニーズを把握し、より豊かな地域生
活へとつながるよう取り組んでいきたいと思います。

上越市高土町

地域生活支援センターこまくさ
（糸魚川市こころの総合ケアセンター） 相談支援専門員　萬羽　雅代
　糸魚川市こころの総合ケアセンター内で「相談支援事業」「地域活動支援センター事
業（通称、地活）」を行っています。「相談支援」では、主に計画相談に取り組んでいます。
糸魚川市で計画相談が必要な方は12月末現在318人で58.5％の作成率。今年度末のオールケアマネ達成に向け、
市内の他の２事業所と協力しながら取り組んでいます。「地活」では、自由に過ごせる憩いの場の運営を中心に、
絵手紙やカラオケなどのサークル活動や市のバスを借りて小旅行に出るなど楽しめる活動を行っています。
　今年度は計画相談に力を入れているため、訪問や支援会議などでセンターを空ける職員が多く、相談や地活に
来所されても相談対応が出来ない時もあり、ご迷惑をおかけし大変申し訳ありません。年度末に向けて計画作成
のラストスパートをかけつつも、日頃の皆様からのご相談など一緒に過ごす時間も大切にしていきたいと思います。

糸魚川市南寺町

つくし工房（つくしワークトレーニングルーム）

サービス管理責任者　内藤　正樹
　つくし工房では就労移行支援（定員15名）、就労継続支援B型（定員20名）の２
つ事業運営を行い、障がい者の就労支援を行っています。
　就労移行支援では２年間の有期限で一般就労を目指し「働く」「働き続ける」ための訓練を行っています。
H19年度に事業開始以降、総利用者の約7割、44名の就職者を送り出し、その内の約７割の人が職場定着し
ています。
　就労継続支援B型では製パン作業、受託作業（おむつ畳み、段ボール組立）を行っており、日中活動や生
産活動に参加するため、稼得収入を得るために利用継続している人が多くなっています。
　２つの事業とも「働く」ことへの支援を行っています。働いて収入を得る喜びは、人としての尊厳にかか
わり、社会参加や自立生活を営む上で重要な要素です。障がいがあっても、尊厳をもって働き、希望する生
活に近づけるようご本人と向き合い、かかわっていきたいと思います。

上越市北新保、寺町

好望こまくさ（ひまわり作業所）
管理者　山本奈緒美

　定員６名の就労移行支援では、手づくりお菓子「ふくふく」において、菓子製造・
販売を通して社会に出るための訓練を行っています。地元の食材を使用したお菓
子づくりを目指しています。冬期限定のさつま芋チーズケーキ（地元芋使用）は地域の方との交流からでき
た商品です。
　定員30名の就労継続支援Ｂ型では、弁当こまめしを製造し、糸魚川診療所デイケア、在宅の高齢者、企業
に配達しています。午前中の短い時間がとても忙しいため、協力し力を合わせて作業しています。地産地消
から、農家直産の地元コシヒカリを使用しています。
　軽作業では受託作業、オリジナル製品作り（廃油石鹸、アクリルタワシ、雑巾）、つくし工房のパン販売
をしています。雑巾のタオルは、地域の皆様から寄付していただいています。
　清掃作業では市役所3件、糸魚川診療所、センターこまくさと委託契約を結び毎日作業しています。
　分所のひまわり作業所では、館内清掃作業、受託作業、オリジナル製品作り（ちょこっとタオル、カエル
の根付、鍋敷き等）をしています。ちょこっとタオルは、可愛いバイアステープで縁取りをしてあり好評です。

糸魚川市南寺町、田海


